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義務教育のあ

り方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
公共交通の方

向性について 
 
 
 
 
地球温暖化対

策について 
 

（１）小中一貫教育への考え方 

（２）小学生から中学１年へのギャップ解消は 

（３）今後の学校施設整備の予定と必要予算概算額 

（４）七郷小学校について 

七郷小は地域のシンボル的存在だが、少子化の進

行により 1学年 1学級少人数クラスの弊害があ

る。その解決として①小学校 1年生から 4年生ま

での学校に変更すること、②七郷小と志賀小を統

合する等の方策がある。ハード維持での町の財政

負担と課題に対応する教育環境構築とを衡量し

て義務教育のあり方を検討する会の設置は 

 

（１）広域路線バスと遠距離通学の小中学生の利用の

考え方 
（２）デマンド交通の見通し 

 
（１）町プロジェクトチームの対象範囲の課題は。 

（２）地球温暖化対策は、産業構造・町づくりの根幹

の変更が必要であるが、公共施設建設・町づくり

に地球温暖化対策が含まれていない。 

課題の把握・基本的考えを聞く。 
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